
研
究
ノ
ー
ト

廣
池
千
九
郎
、
実
験
心
理
学
を
学
ぶ

元
良
勇
次
郎
、
松
本
亦
太
郎
に
連
な
る
心
理
学
者
た
ち
と
の
交
流

立

木

教

夫

目

次
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に

二

廣
池
千
九
郎
、
実
験
心
理
学
を
学
ぶ

三

元
良
勇
次
郎
と
日
本
の
心
理
学

四

ヴ
ン
ト
、
ホ
ー
ル
、
元
良
と
つ
な
が
る
実
験
心
理
学
の
系
譜

五

蠣
瀬
彦
蔵
と
の
交
流

六

廣
池
の
心
理
学
研
究

七

元
良
没
後
の
日
本
の
心
理
学
の
展
開

八

む
す
び

一

は
じ
め
に

廣
池
千
九
郎
博
士
は
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』﹇
昭
和
三
年
一
二
月
二
五

日
、
初
版
発
行
﹈（
以
下
『
論
文
』
と
略
す
）
を
執
筆
し
た
と
き
、
一
九

二
〇
年
代
に
最
先
端
で
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
を
援
用
し
て
、
道
徳
科

学
の
基
礎
付
け
を
試
み
た
。
そ
の
内
容
は
、『
論
文
』
の
第
三
章
か
ら
第

十
一
章
に
亙
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
必
要
と
し
た
諸
科
学
は
、

地
質
学
（g

eo
lo
g
y

）・
地
文
学
（p

h
y
sica

l g
eo
g
ra
p
h
y

）・

生
物
学
（b

io
lo
g
y

）・
進
化
論
（th

e th
eo
ry
 
o
f ev

o
lu
tio
n

）・

発
生
学
（g

en
etics

）

こ
の
中
に
遺
伝
説
を
含
む

・
環
境
改
良
学

（eu
th
en
ics

）・
人
種
改
良
学
（eu

g
en
ics

）・
土
俗
学
（eth

n
o
-

g
ra
p
h
y

）
・
生
理
学
（p

h
y
sio
lo
g
y

）
・
人
類
学
（a

n
th
ro
p
o
l-

o
g
y

）・
人
種
学
（eth

n
o
lo
g
y

）・
人
種
起
原
学
（eth

n
o
g
en
y

）・

考
古
学
（a

rch
a
eo
lo
g
y

）・
法
理
学
（ju

risp
ru
d
en
ce

）・
骨
相

学
（p

h
ren

o
lo
g
y

）・
心
理
学
（p

sy
ch
o
lo
g
y

）・
社
会
学
（so

ci-

o
lo
g
y

）・
犯
罪
学
（crim

in
o
lo
g
y

）・
文
明
史
（h

isto
ry o

f civ
i-

liza
tio
n

）・
法
制
史
（h

isto
ry
 
o
f sy

stem
 
o
f la

w

）・
経
済
史



（h
isto

ry
 
o
f
 
p
o
litica

l
 
eco

n
o
m
y

）・
道
徳
史
（h

isto
ry
 
o
f

 
m
o
ra
lity

）

以
上
諸
科
学
の
分
派
に
比
較
土
俗
学
（co

m
p
a
ra
-

tiv
e
 
eth

n
o
g
ra
p
h
y

）・
犯
罪
人
類
学
（crim

in
a
l
 
a
n
th
ro
p
o
l-

o
g
y

）・
犯
罪
社
会
学
（crim

in
a
l
 
so
cio
lo
g
y

）・
犯
罪
心
理
学

（crim
in
a
l
 
p
sy
ch
o
lo
g
y

）・
動
物
心
理
学
（a

n
im
a
l
 
p
sy
ch
o
l-

o
g
y

）・
社
会
心
理
学
（so

cia
l
 
p
sy
ch
o
lo
g
y

）・
民
族
心
理
学

（fo
lk p

sy
ch
o
lo
g
y

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
な
お
こ
の
ほ
か
に
た
く

さ
ん
あ
れ
ど
、
み
な
こ
の
中
に
包
括
さ
れ
て
お
り
ま

１
）

す

等
」

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
学
名
の
う
ち
、「
発
生
学
（g

en
etics

）

こ
の
中
に
遺
伝
説
を
含
む

」
と
い
う
部
分
のg
en
etics

は
、
現
在
で

は
「
遺
伝
学
」
と
な
り
、「
発
生
学
」
はem
b
ry
o
lo
g
y

の
訳
語
と
し
て

通
行
し
て
い
る
。
ま
た
、「
人
種
改
良
学
（eu

g
en
ics

）」
は
「
優
生
学
」、

「
土
俗
学
（eth

n
o
g
ra
p
h
y

）」
は
「
民
族
誌
学
」、「
人
種
学
（eth

n
o
l-

o
g
y

）」
は
「
民
族
学
」
等
々
と
、
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
こ
に
あ
る
、「
心
理
学
（p

sy
ch
o
lo
g
y

）」
に
注
目
す

る
。『

論
文
』
の
第
四
章
は
、
実
験
心
理
学
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
て

２
）

い
る
が
、
廣
池
は
、
い
か
な
る
素
養
を
も
っ
て
、
実
験
心
理
学
を
取
り
上

げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

廣
池
千
九
郎
、
実
験
心
理
学
を
学
ぶ

廣
池
は
、
明
治
二
六
年
﹇
二
七
歳
﹈
頃
、
法
律
学
を
専
門
と
し
て
学
者

の
道
を
歩
み
始
め
、
後
に
穂
積
陳
重
博
士
に
師
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

あ
る
と
き
、
穂
積
は
、
法
律
学
に
と
っ
て
自
然
科
学
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
話
し
た
。
そ
れ
を
聴
い
て
い
た
廣
池
は
そ
の
指
摘
を
真
剣
に
受
け

止
め
、
東
京
帝
国
大
学
の
自
然
科
学
系
の
研
究
室
に
入
っ
て
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
と
い
う
。
元
良
の
実
験
心
理
学
の
研
究
室
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
た
。

時
に
﹇
穂
積
陳
重
﹈
先
生
の
申
さ
る
る
に
は
今
後
法
律
学
を
科

学
的
に
造
り
上
ぐ
る
に
は
、
自
然
科
学
の
力
に
待
た
ね
ば
為
ら
ぬ
事

が
多
い
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。
其
当
時
の
日
本
の
法
学
者
は
一
人

も
か
か
る
事
に
耳
を
傾
く
る
者
は
な
か
つ
た
が
、
私
は
そ
う
じ
や
と

思
ひ
、
そ
れ
か
ら
先
づ
東
大
理
科
大
学
の
研
究
室
に
入
つ
て
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
主
に
其
時
に
御
世
話
に
な
つ
た
の
は
坪
井
正
五
郎
と

云
ふ
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
心
理
学
、
こ
れ
は
其
当
時
大

変
な
も
の
で
実
験
心
理
学
と
云
ふ
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
直
後
の
事
で

し
た
。
こ
れ
は
元モト
良ラ
勇ユウ
次ジ
郎ロウ
先
生
と
云
ふ
先
生
に
就
い
て
御
指
導
を

受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
医
科
・
工
科
・
農
科
・
あ
ら
ゆ

る
帝
大
の
各
方
面
の
研
究
室
を
巡
回
し
て
其
研
究
室
で
色
々
な
る
御

指
導
を
受
け
て
自
然
科
学
の
方
も
一
通
り
の
事
が
解
る
や
う
に
な
つ
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た
の
で
あ
り

３
）

ま
す
。」

廣
池
は
後
に
、『
道
徳
科
学
の
論
文
』
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
よ
う
な
学
問
的
基
礎
訓
練
を
得
て
い
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ

た
。
本
稿
で
は
、
廣
池
が
元
良
の
指
導
を
受
け
た
時
期
を
確
定
し
、
元
良

を
中
心
と
す
る
心
理
学
者
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
の
か
を
探

っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

で
は
、
時
期
の
確
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
引
用
文
中
か
ら
手
が
か
り

と
な
る
箇
所
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

⑴

﹇
穂
積
陳
重
﹈
先
生
の
申
さ
る
る
に
は
…
…
」

⑵

其
時
に
御
世
話
に
な
つ
た
の
は
坪
井
正
五
郎
と
云
ふ
先
生
で
あ

り
ま
し
た
」

⑶

実
験
心
理
学
と
云
ふ
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
直
後
の
事
」

⑷

元モト
良ラ
勇ユウ
次ジ
郎ロウ
先
生
と
云
ふ
先
生
に
就
い
て
御
指
導
を
受
け
た
」

⑸

医
科
・
工
科
・
農
科
・
あ
ら
ゆ
る
帝
大
の
各
方
面
の
研
究
室
を

巡
回
し
﹇
た
﹈」

順
に
時
期
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

⑴

こ
の
引
用
文
に
先
立
つ
部
分
で
、
す
で
に
「
私
は
此
の
先
生
の
門

に
入
つ
て
内
弟
子
と
し
て
先
生
か
ら
法
律
学
の
御
指
導
を
受
け
た
の
で
あ

り
ま
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
話
を
聞
い
た
の
は
廣
池

が
穂
積
に
師
事
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
で
は
、
廣
池
は

い
つ
穂
積
に
師
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
期
日
を
明

記
し
た
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
廣
池
千
九
郎
研
究
室
で
は
明
治

三
六
（
一
九
〇
三
）
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
依
る
こ
と
に

し
た
い
。

⑵

坪
井
が
東
大
理
科
大
学
に
い
た
時
期
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
坪

井
は
、
明
治
二
五
年
以
後
、
大
正
二
年
ま
で
、
東
大
教
授
を
務
め
た
。
留

学
等
で
不
在
に
し
た
時
期
は
、
明
治
二
二
年
か
ら
二
五
年
ま
で
、
ロ
ン
ド

ン
に
留
学
し
た
こ
と
と
、
大
正
二
年
に
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
と
き
で

４
）

あ
る
。

廣
池
の
遺
稿
の
中
に
、「
坪
井
紹
介
」
と
い
う
言
葉
が
、
明
治
三
七
年

「
二
月
下
旬
日
曜
」
の
予
定
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
「
坪

井
」
が
誰
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
坪
井
と
い
う
名
で
あ
れ
ば
、
明
治

三
九
年
一
月
一
三
日
と
日
付
が
明
記
さ
れ
た
、
歴
史
学
者
の
坪
井
九
馬
三

か
ら
の
封
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
坪
井
九
馬
三
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
坪

井
正
五
郎
の
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
明
治
三
六
年
に
穂
積
に
師
事

し
、「
今
後
法
律
学
を
科
学
的
に
造
り
上
ぐ
る
に
は
、
自
然
科
学
の
力
に

待
た
ね
ば
為
ら
ぬ
事
が
多
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
坪
井
正
五
郎
に
会
う

こ
と
に
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
時
期
的
に
は
十
分
可
能
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

⑶
と
⑷
の
元
良
に
関
し
て
は
、
項
を
改
め
て
詳
し
く
扱
う
こ
と
に
す

る
。⑸

に
つ
い
て
。
明
治
一
〇
年
に
創
立
さ
れ
た
東
京
大
学
は
、
明
治
一
九

年
三
月
二
日
に
「
帝
国
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
、
帝
国
大
学
と
改
称
さ
れ

た
。
帝
国
大
学
は
大
学
院
と
分
科
大
学
の
二
つ
の
部
分
を
も
っ
て
構
成
さ

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
分
科
大
学
は
、
法
科
大
学
、
医
科
大
学
、
工
科
大

学
、
文
科
大
学
、
理
科
大
学
の
五
つ
か
ら
な
り
、「
各
分
科
大
学
の
学
科

を
定
め
て
、
法
科
大
学
を
法
律
学
第
一
科
・
法
律
学
第
二
科
・
政
治
学

科
・
行
政
学
科
・
財
政
学
科
・
外
交
学
科
に
、
医
科
大
学
を
医
学
科
・
薬

学
科
に
、
工
科
大
学
を
土
木
工
学
科
・
機
械
工
学
科
・
造
船
学
科
・
電
気

工
学
科
・
造
家
学
科
・
応
用
化
学
科
・
採
鉱
冶
（
や
）
金
学
科
に
、
文
科

大
学
を
哲
学
科
・
和
文
学
科
・
漢
文
学
科
・
博
言
学
科
に
、
理
科
大
学
を

数
学
科
・
星
学
科
・
物
理
学
科
・
化
学
科
・
植
物
学
動
物
学
科
・
地
質
学

科
に
分
け
た
。﹇
中
略
﹈
各
分
科
大
学
の
修
業
年
限
は
医
科
大
学
の
医
学

科
を
四
年
、
そ
の
他
を
す
べ
て
三
年
と
し
、
大
学
院
の
攻
究
期
間
を
二
年

以
内
と
定
め
た
。
分
科
大
学
に
は
な
お
選
科
生
を
置
き
、
課
程
中
の
一
課

も
し
く
は
数
課
を
選
び
専
修
す
る
制
度
も
設
け
た
。﹇
明
治
﹈
二
十
三
年

六
月
に
、
東
京
農
林
学
校
を
改
造
し
て
帝
国
大
学
の
一
分
科
と
し
て
農
科

大
学
を
設
け
、
農
学
科
・
林
学
科
・
獣
医
学
科
を
置
き
、
修
業
年
限
を
三

年
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
帝
国
大
学
は
六
分
科
大
学
制
と
な

５
）

っ
た
」

の
で
あ
る
。

廣
池
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
医
科
・
工
科
・
農
科
・
あ
ら
ゆ
る
帝
大
の

各
方
面
の
研
究
室
を
巡
回
し
て
其
研
究
室
で
色
々
な
る
御
指
導
を
受
け

﹇
た
﹈」
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
二
三
年
以
降
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

さ
て
、
次
に
、
⑶
⑷
の
事
項
に
つ
い
て
、
元
良
の
経
歴
と
併
せ
て
、
詳

し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三

元
良
勇
次
郎
と
日
本
の
心
理
学

元
良
勇
次
郎
は
、「
明
治
時
代
に
お
け
る
唯
一
最
高
の
実
験
心
理
学
開

拓
者
で

６
）

あ
る
」
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
元
良
の
経
歴
を
た
ど

り
、
日
本
の
明
治
期
の
心
理
学
の
発
展
を
概
観
し
つ
つ
、
廣
池
と
の
接
点

を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し

７
）

よ
う
。

一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
、
杉
田
勇
次
郎
誕
生
。
父
杉
田
泰ゆたかは
摂
州
三さん

田だ
藩
士
で
藩
校
・
造
士
館
の
教
授
を
務
め
た
儒
学
者
で
あ
っ
た
。
勇
次
郎

は
、
後
に
元
良
家
の
養
子
と
な
る
。

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
﹇
一
二
歳
﹈、
三
田
で
、
江
戸
幕
府
蕃
書
調

所
教
授
筆
頭
の
職
に
あ
っ
た
川
本
幸
民
が
、
一
時
、
故
郷
に
戻
っ
て
開
い

た
英
蘭
塾
で
英
語
と
数
学
を
学
ん
だ
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
﹇
一
五
歳
﹈、
父
が
病
没
。

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
﹇
一
六
歳
﹈、
勇
次
郎
は
三
田
に
招
か
れ
て

い
た
神
戸
の
宣
教
師
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
出
会
い
、
説
教
を
聞
い
た
。

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
﹇
一
七
歳
﹈、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け

た
。一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
﹇
一
八
歳
﹈、「
勇
次
郎
は
神
戸
の
デ
イ
ヴ
ィ

ス
の
家
の
住
み
込
み
、
ボ
ー
イ
と
し
て
働
き
な
が
ら
英
語
と
聖
書
を
学
ぶ

よ
う
に
な
﹇

８
）

っ
た
﹈」。
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
京
都
の
同
志
社
に
移
る
と
、
勇
次
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郎
も
京
都
に
同
行
し
て
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
、
第
一
回
生
と
な
っ

た
。「
同
志
社
は
伝
道
師
を
養
成
す
る
を
目
的
と
せ
し
も
、
彼
は
数
学
及

び
物
理
学
に
秀
で
、
又
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
『
精
神
生
理
学
』
を
愛
読
し
、

心
理
学
の
研
究
を

９
）

志
す
。」

一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
、
東
京
大
学

10
）

創
立
。

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
﹇
二
二
歳
﹈、
勇
次
郎
は
同
志
社
英
学
校

を
中
途
退
学
し
、
上
京
し
て
、
津
田
仙
の
東
京
・
学
農
社
で
教
鞭
を
と
っ

た
。
同
年
九
月
よ
り
東
京
大
学
理
学
部
（
数
学
）
の
選
科
生
と
な
る
が
、

翌
年
一
月
に
退
校
し
た
。
こ
の
年
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ヴ
ン
ト
が
ラ
イ
プ
ツ

ィ
ヒ
大
学
に
心
理
学
実
験
室
を
設
立
し
て
い
る
。

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
﹇
二
三
歳
﹈、
勇
次
郎
は
東
京
英
学
校

（
後
の
青
山
学
院
）
の
数
学
教
員
と
な
っ
た
。

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
﹇
二
四
歳
﹈、
津
田
仙
の
紹
介
に
よ
り
元

良
米よね
と
結
婚
。
元
良
家
の
養
子
と
な
る
。

一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
﹇
二
六
歳
﹈、
元
良
勇
次
郎
は
ボ
ス
ト
ン

大
学
に
留
学
し
た
（
〜
一
八
八
五
）。

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
﹇
二
八
歳
﹈、
元
良
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ズ
大
学
に
正
規
学
生
と
し
て
入
学
し
た
。
こ
の
時
の
日
本
人
留
学
生

仲
間
に
は
、
太
田
稲
造
﹇
新
渡
戸

11
）

稲
造
﹈、
佐
藤
昌
介
﹇
後
に
、
北
海
道

帝
国
大
学
初
代
総
長
﹈、
長
瀬
鳳
輔
﹇
後
に
、
陸
軍
大
学
教
授
、
東
亜
同

文
書
院
校
長
、
参
謀
本
部
、
国
士
舘
中
学
校
長
﹈、
家
長
豊
吉
﹇
法
学

者
﹈、
渡
瀬
庄
三
郎
﹇
後
に
、
東
京
帝
国
大
学
動
物
学
教
室
、
第
五
代
教

授
、
日
本
哺
乳
類
学
会
初
代
会
頭
﹈
が
い
た
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
、
東
京
大
学
、
帝
国
大
学
と
改
称
さ

12
）

れ
た
。

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
﹇
三
〇
歳
﹈、
元
良
は
、
Ｇ
・
Ｓ
・
ホ
ー

ル
（G

ra
n
v
ille S

ta
n
ley
 
H
a
ll

）
が
創
刊
し
た
『
ア
メ
リ
カ
心
理
学
雑

誌
』
に
ホ
ー
ル
と
連
名
で
「
圧
の
漸
次
変
化
に
対
す
る
皮
膚
の
感
受
性
」

﹇D
erm

a
l S
en
sitiv

en
ess to G

ra
d
u
a
l P

ressu
re C

h
a
n
g
es

﹈
を
執

筆
し
た
。
こ
れ
は
日
本
人
初
の
心
理
学
専
門
論
文
で
あ
る
。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
﹇
三
一
歳
﹈、
元
良
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ズ
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
帰
国
直
後
に
、
東
京
英
和
学
校
で

教
授
兼
校
主
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
二
ヵ
月
後
の
九
月
か
ら
は
、
講

師
を
嘱
託
さ
れ
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
で
「
精
神
物
理
学
」
を
講

義

13
）

し
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
﹇
三
二
歳
﹈、
宣
教
師
と
合
わ
ず
東
京
英

和
学
校
を

14
）

辞
任
。

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
﹇
三
三
歳
﹈、
一
〇
月
七
日
、
元
良
は
、

帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任
し
た
。

一
八
九
二
（
明
治
二
四
）
年
、
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
）
が
設

立
さ
れ
て
い
る
。

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
﹇
三
六
歳
﹈、
元
良
は
「
心
理
学
・
倫
理

学
・
論
理
学
」
第
一
講
座
担
当
と
な
っ
た
。
初
の
心
理
学
担
当
教
授
で
あ

る
。
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一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、
日
清
戦
争
（
〜
一
八
九
五
）。

一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
﹇
四
四
歳
﹈、
元
良
が
自
宅
で
お
こ
な
っ

て
き
た
研
究
会
を
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
心
理
学
教
室
で
の
「
心
理
学

会
」
と
し
て
再
組
織
化

15
）

し
た
。

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
﹇
四
五
歳
﹈、
こ
の
年
、
蠣
瀬
彦
蔵
が
心

理
学
教
室
の
助
手
と
な
る
（
一
九
〇
二
年
九
月
〜
一
九
〇
六
年
九
月
）。

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
﹇
四
六
歳
﹈、
東
京
帝
大
に
精
神
物
理
学

実
験
室
（
心
理
学
実
験
場
）
開
設
。「
文
部
省
の
建
築
、
会
計
両
課
長
か

ら
山
川
﹇
健
次
郎
﹈
総
長
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
は
同
年
四
月
二
三
日
で
あ

16
）

っ
た
。」

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
ま
で
欧
米
に
留
学
し
た
松
本
﹇
亦
太
郎
﹈

は
、
イ
ェ
ー
ル
の
ほ
か
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ク
ラ
ー
ク
、
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
、
ヴ
ュ
ル
ツ

ブ
ル
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
等
の
大
学
の
心
理
学
教
室
の
実
験
室
、
実
験
機

械
、
実
験
状
況
を
詳
細
に
報
告
し
、
ま
た
、
元
良
﹇
勇
次
郎
﹈
の
依
頼
に

よ
っ
て
実
験
機
器
の
購
入
や
文
科
大
学
の
心
理
学
実
験
室
の
設
計
ま
で
行

っ
た
が
、
帰
国
後
直
ち
に
講
師
を
委
嘱
さ
れ
て
、「
実
験
心
理
学
」
を
担

当
し
た
。
さ
ら
に
翌
三
四
年
の
秋
か
ら
実
験
演
習
も
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
一
三
種
類
の
実
験
し
か
用
意
で
き
な
か
っ
た
が
、

心
理
学
の
実
験
法
を
一
通
り
習
熟
す
る
に
は
三
〇
種
類
の
実
験
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
松
本
、
一
九

17
）

一
三
）。」

一
九
〇
三
年
に
精
神
物
理
学
実
験
室
が
完
成
し
た
時
、
実
験
演
習
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
リ
ス
ト
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。「
精
神

作
用
の
時
間
に
関
し
て
は
、
色
彩
、
音
響
及
び
言
語
に
対
す
る
認
識
、
弁

別
、
選
択
及
同
伴
作
用
の
時
間
、
及
時
間
経
過
の
判
断
等
に
関
す
る
実
験

あ
り
。
心
身
の
動
作
に
関
し
て
は
、
自
律
的
及
他
律
的
動
作
、
書
記
運

動
、
腕
の
廻
転
運
動
、
指
頭
の
反
復
運
動
、
力
の
主
観
的
計
量
等
に
関
す

る
実
験
あ
り
。
空
間
知
覚
に
関
し
て
は
視
覚
的
錯
誤
、
色
視
野
の
広
狭
、

両
眼
諦
視
点
合
同
の
範
囲
及
触
定
間
、
聴
定
間
等
に
関
す
る
実
験
あ
り
。

覚
閾
に
関
し
て
は
、
触
の
覚
閾
、
最
高
聴
音
、
両
耳
の
聴
差
等
に
関
す
る

実
験
あ
り
。
感
覚
の
質
に
就
て
は
色
彩
方
程
式
に
関
す
る
実
験
あ
り
。
数

の
練
習
に
は
二
乗
錯
差
及
平
均
錯
差
等
の
計
量
及
数
の
テ
ー
ブ
ル
の
用
法

等
あ
り

18
）

…
…
」

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
﹇
四
七
歳
﹈、
東
京
帝
大
文
科
大
学
に
お

い
て
心
理
学
専
修
が
成
立
し
た
。
こ
の
年
、
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
年
二

月
一
〇
日
〜
一
九
〇
五
年
）
が
始
ま
っ
た
。
元
良
は
、
第
五
回
国
際
心
理

学
会
参
加
と
欧
米
各
国
視
察
の
目
的
で
出
張
し
た
（
一
九
〇
四
年
九
月
一

六
日
〜
一
九
〇
五
年
一
〇
月
二
一
日
）。

ド
イ
ツ
実
験
心
理
学
会
（
後
に
ド
イ
ツ
心
理
学
会
）
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
﹇
四
八
歳
﹈、
第
五
回
国
際
心
理
学
会
で
、

元
良
は
「
東
洋
哲
学
に
お
け
る
自
我
の
観
念
」
を
発
表
し
た
。

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
﹇
五
五
歳
﹈、
一
二
月
一
三
日
、
元
良
死
去
。

同
日
、
叙
従
三
位
叙
勲
二
等
授
瑞
宝
章
を
贈
ら
れ
た
。
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以
上
、
元
良
勇
次
郎
の
経
歴
を
中
心
に
明
治
期
の
日
本
の
心
理
学
の
展

開
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
廣
池
が
実
験
心
理
学
を
学
ん
だ
時
期
の

確
定
に
、
話
を
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。

⑶
の
「
実
験
心
理
学
と
云
ふ
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
直
後
の
事
」
と
い
う

記
述
で
あ
る
が
、
も
し
、「
実
験
心
理
学
」
と
「
精
神
物
理
学
」
と
同
じ

も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
、
元
良
が
帰
国
し
、
帝
国
大
学
で
「
精
神
物

理
学
」
を
講
義
し
は
じ
め
た
明
治
二
一
年
九
月
の
直
後
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
時
期
、
廣
池
は
、
中
津
に
い
て
、
七
月
に
「
高
等
小
学
校
教
員

免
許
試
験
に
合
格
」
し
、
一
〇
月
に
中
津
高
等
小
学
校
訓
導
を
任
ぜ
ら
れ

た
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
期
的
に
早
す
ぎ
る
。
よ
っ
て
、「
実
験
心
理

学
と
云
ふ
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
直
後
」
を
、
明
治
三
三
年
、
つ
ま
り
、
松

本
亦
太
郎
が
欧
米
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
、
東
京
帝
国
大
学
で
「
実
験
心

理
学
」
を
担
当
し
始
め
た
年
の
直
後
と
捉
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑷

元モト
良ラ
勇ユウ
次ジ
郎ロウ
先
生
と
云
ふ
先
生
に
就
い
て
御
指
導
を
受
け
た
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
元
良
が
東
大
に
い
た
時
期
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

元
良
が
講
師
と
し
て
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
で
「
精
神
物
理
学
」
を

講
義
し
た
の
が
明
治
二
一
年
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任
し
た
の

が
明
治
二
三
年
、
第
一
講
座
担
当
の
心
理
学
担
当
教
授
と
な
っ
た
の
が
明

治
二
六
年
、
東
京
帝
大
に
精
神
物
理
学
実
験
室
（
心
理
学
実
験
場
）
開
設

さ
れ
た
の
が
明
治
三
六
年
、
東
京
帝
大
文
科
大
学
に
お
い
て
心
理
学
専
修

が
成
立
し
た
の
が
明
治
三
七
年
で
あ
る
。

⑴
か
ら
⑷
の
時
期
を
重
ね
合
わ
せ
て
す
べ
て
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
の

は
、
明
治
三
六
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

元
良
か
ら
指
導
を
受
け
た
の
が
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
頃
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
廣
池
は
三
七
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
に
東
京
帝
国
大
学
に

開
設
さ
れ
た
精
神
物
理
学
実
験
室
（
心
理
学
実
験
場
）
で
、
実
験
心
理
学

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
元
良
は
、
明
治
三
七
年
の
九

月
一
七
日
か
ら
約
一
年
間
、
海
外
出
張
に
出
か
け
て
い
る
の
で
、「
指
導

を
受
け
た
」
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
明
治
三
六
年
か
ら
三
七
年
九
月
ま
で

の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。

四

ヴ
ン
ト
、
ホ
ー
ル
、
元
良
と
つ
な
が
る
実
験
心
理
学
の
系
譜

元
良
が
留
学
か
ら
帰
国
し
た
と
き
に
日
本
に
も
た
ら
し
た
心
理
学
は

「
精
神
物
理
学
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ヴ
ン
ト
や
ホ
ー
ル
の
流
れ
に
連

な
る
新
し
い
心
理
学
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
実
験
心
理
学
の
創
始
者
の
ヴ
ン
ト
（W

ilh
elm

 
W
u
n
d
t,

1832
1920

）
は
、
生
理
学
の
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
彼
の
心
理
学
は
、

「
経
験
と
実
験
と
は
共
通
領
域
を
有
す
る
。
実
験
装
置
を
媒
介
に
し
て
内

省
を
客
観
化
し
て
意
識
内
容
と
し
て
の
精
神
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
立
場
に

19
）

立
つ
」
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
心
理
学
者
、
野
上
俊
夫

が
ヴ
ン
ト
に
は
じ
め
て
面
会
し
た
と
き
、
ヴ
ン
ト
は
、
元
良
勇
次
郎
を
亡

く
し
て
惜
し
い
こ
と
を
し
た
と
述
べ
た
と

20
）

い
う
。

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
の
ホ
ー
ル
（G

ra
n
v
ille S

ta
n
ley H

a
ll, 1844

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



1924

）
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（W

illia
m
 
Ja
m
es,

1842

1910
）
の
も
と
で
博
士
号
（P

h
D

）
を
取
得
し
た
後
、
ド
イ
ツ
留
学
中

に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
ヴ
ン
ト
の
も
と
に
赴
き
、
一
八
七
八
〜
八
〇
年

の
間
滞
在
し
た
。
彼
は
ヴ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
人
の
最
初
の
弟
子
と
い
わ
れ

る
が
、「
後
の
心
理
学
を
展
開
す
る
際
に
ヴ
ン
ト
の
学
説
が
ど
れ
く
ら
い

影
響
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
は
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。「
し
か
し
、
ホ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
で
の
心
理
学
が
神
学
の
影

響
下
に
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
ド
イ
ツ
の
心
理
学
が
非
常
に
自
由
で
闊
達
で

あ
る
こ
と
に
感
銘
を
覚
え
（H

a
ll,
1912

）、
そ
れ
を
母
国
で
も
実
現
す

べ
く
ド
イ
ツ
か
ら
の
帰
国
後
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
に
心
理
学

実
験
室
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
（
一
八

21
）

八
三
）」。

元
良
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
生
理
学
的
心
理
学
と
実
験
室
の
建
設

に
努
め
て
い
た
ホ
ー
ル
の
も
と
に
留
学
し
た
。「
人
種
差
別
に
よ
る
反
対

を
押
し
切
っ
て
、
大
学
が
彼
を
年
俸
五
〇
〇
ド
ル
の
特
別
研
究
生
（fel-

lo
w
 
b
y
 
co
u
rtesy

）
に
し
た
後
は
、
友
人
達
の
話
で
は
、
実
験
室
に
お

け
るH

a
ll

教
授
と
の
対
応
ぶ
り
は
元
良
が
あ
た
か
も
助
教
授
で
あ
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
（
長
瀬
、1913

）、
こ
れ
は
助
教
授
な
み
の
文

献
学
的
実
力
と
理
工
学
的
技
能
が
研
究
室
の
雰
囲
気
の
な
か
で
社
会
的
承

認
を
得
て
い
た
た
め
で
あ

22
）

ろ
う
。」

元
良
は
ホ
ー
ル
と
共
同
研
究
を
行
い
、
連
名
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

廣
池
は
『
論
文
』
に
ヴ
ン
ト
も
ホ
ー
ル
も
共
に
引
用
し
て
い
る
。

五

蠣
瀬
彦
蔵
と
の
交
流

蠣かき
瀬ぜ
彦ひこ
蔵ぞう
（
一
八
七
四
﹇
明
治
七
﹈
〜
一
九
四
四
﹇
昭
和
一
九
﹈）
は
、

明
治
七
年
九
月
、
大
分
県
に
生
ま
れ
、
明
治
三
四
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業

後
、
同
大
学
院
を
経
て
、
明
治
三
九
年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
ド
ク
タ

ー
・
オ
ヴ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
受
け
た
。
帰
朝
後
東
京
高
等
師

範
学
校
講
師
、
文
部
省
図
書
監
修
官
を
務

23
）

め
た
。

蠣
瀬
は
元
良
の
教
え
を
受
け
た
学
生
で
、
第
三
代
目
の
助
手
（
明
治
三

五
﹇
一
九
〇
二
﹈
年
か
ら
同
三
九
﹇
一
九
〇
六
﹈
年
）
を
務
め
た
。
廣
池

が
元
良
の
指
導
を
受
け
た
の
が
明
治
三
六
年
頃
と
す
る
な
ら
、
蠣
瀬
は
そ

の
と
き
元
良
の
助
手
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
蠣
瀬
は
明
治
三
八
（
一

九
〇
五
）
年
に
米
国
ク
ラ
ー
ク
大
学
の
総
長
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
の
も
と
に

留
学
し
た
。
明
治
四
〇
年
一
二
月
二
九
日
に
、
廣
池
の
も
と
に
、
蠣
瀬
か

ら
「
絵
は
が
き
」
が
送
ら
れ
、
留
学
三
年
目
か
ら
助
手
に
任
命
さ
れ
、
経

済
的
な
心
配
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

M
r.
C
h
ik
u
ro H

iro
ik
e,

32,
D
a
im
a
ch
i,
H
o
n
g
o K

u
,
T
o
k
io
,
Ja
p
a
n
.

平
素
御
無
音
申
上
候
。
昨
今
、
益
々
御
清
康
奉
賀
候
。
小
生
義
、

無
事
消
光
罷
在
候
間
、
御
安
心
被
下
度
候
。
小
生
義
モ
、
当
秋
ヨ
リ

当
大
学
心
理
学
助
手
任
命
、
為
メ
ニ
衣
食
ノ
憂
無
ク
勉
学
出
来
得
ル

事
ト
相
成
候
段
、
何
卒
御
放
念
被
下
度
候
。
末
筆
乍
、
奥
様
に
宜
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敷
、
又
、
金
水
館
ニ
御
出
之
序
ハ
、
同
家
ニ
宜
敷
御
伝
言
被
下
度

候
。
╱
不
一
╱
蠣
瀬

24
）

彦
蔵
」

発
信
地
は
、
ア
メ
リ
カ
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ウ
ス
タ
ー

（W
o
rcester

）
で
、
ク
ラ
ー
ク
大
学
の
所
在
地
で
あ
る
。
文
面
に
あ
る

「
何
卒
御
放
念
被
下
度
候
」「
奥
様
に
宜
敷
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
、
廣
池

は
、
同
郷
の
八
歳
年
下
の
蠣
瀬
が
東
京
に
出
て
き
た
の
で
、
親
し
く
家
族

ぐ
る
み
で
世
話
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
時
代
の
年
不
明
の

手
紙
で
、
蠣
瀬
か
ら
廣
池
に
送
ら
れ
た
も
の
に
は
、「
拝
復
╱
御
書
永
ら

く
拝
借
有
難
御
礼
申
上
候
。
先
頃
よ
り
明
き
申
候
間
早
速
御
返
可
申
上
の

処
、
今
ニ
延
引
却
て
御
手
数
を
煩
し
恐
縮
の
至
り
に
候
。
若
し
再
ひ
入
用

の
事
有
之
候
節
ハ
何
卒
宜
敷
願

25
）

上
候
」
と
あ
り
、
本
を
借
し
て
も
ら
っ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ま
た
必
要
に
な
っ
た
ら
貸
し
て
く
だ
さ
い
と
い
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、「
拝
復
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
返
却
を
促

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
廣
池
が

蠣
瀬
の
世
話
を
し
て
い
た
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

明
治
四
四
年
三
月
一
七
日
に
は
、
廣
池
に
帰
国
を
知
ら
せ
る
手
紙
（
封

書
）
が
送
ら
れ
て
い
る
。
蠣
瀬
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
か
ら
四

三
年
一
二
月
ま
で
五
年
間
、
米
国
に
留
学
し
、
有
益
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
学
位
取
得
と
い
う
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

伊
勢
大
神
宮
付
属
╱
皇
典
講
究
所
╱
廣
池
千
九
郎
様

大
分
県
下
毛
郡
大
江
村
五
八
╱
三
月
十
七
日
╱
蠣
瀬
彦
蔵

拝
啓

爾
来
御
無
音
申
上
候
処
益
々
御
清
適
奉
賀
候
。
扨
テ
、
小

生
義
昨
年
十
二
月
、
米
国
出
立
帰
国
ノ
途
に
就
キ
、
英
独
仏
等
ノ
首

都
ヲ
通
過
見
物
ノ
上
、
露
国
サ
イ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
ニ
テ
、
去
月
末
、
無

事
帰
国
仕
リ
候
間
、
何
卒
御
安
意
被
下
度
候
。
╱
今
回
ノ
洋
行
ハ
頗

ル
益
ス
ル
所
有
之
、
且
ツ
万
端
好
都
合
に
相
運
ビ
自
ラ
喜
悦
罷
リ
在

リ
候
。
╱
顧
ル
ニ
、
小
生
該
挙
ヲ
企
起
ノ
当
初
、
御
賛
助
御
斡
旋
被

下
候
シ
為
メ
此
ノ
果
ヲ
得
シ
事
ト
感
謝
罷
リ
在
リ
候
。
月
末
ニ
ハ
東

上
、
将
来
ノ
方
針
ニ
就
キ
、
東
京
諸
先
輩
ニ
諮
問
可
仕
心
算
ニ
有
之

候
。
其
節
ハ
御
留
守
宅
御
訪
問
仕
リ
度
候
間
、
右
、
番
地
御
一
報
被

下
度
願
上
候
。
先
ハ
不
取
敢
御
一
報
迄
。
余
ハ
後
日
不
遠
拝
眉
ノ
上

ニ
譲
リ
候
。
早
々
不
尽

三
月
十
七
日
╱
蠣
瀬
彦
蔵
╱
廣
池
千
九
郎
様
╱

26
）

侍
史
」

こ
の
手
紙
に
あ
る
、「
顧
ル
ニ
、
小
生
該
挙
ヲ
企
起
ノ
当
初
、
御
賛
助

御
斡
旋
被
下
候
シ
為
メ
此
ノ
果
ヲ
得
シ
事
ト
感
謝
罷
リ
在
リ
候
」
と
い
う

文
章
か
ら
、
蠣
瀬
の
留
学
に
対
し
、
廣
池
が
「
賛
助
斡
旋
」
を
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
、
蠣
瀬
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
此
ノ
果
ヲ
得
シ
事
」
を

感
謝
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
の
手
紙
の
「
何
卒
御
放
念
被
下
度

候
」
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
蠣
瀬
が
助
手
と
な
っ
て
生
活
が

安
定
す
る
ま
で
の
二
年
間
、
廣
池
は
何
ら
か
の
援
助
を
し
て
い
た
の
で
あ

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



ろ
う
か
。

廣
池
と
蠣
瀬
の
交
流
は
帰
国
後
も
続
い
て
い
る
。
大
正
三
年
一
月
二
五

日
の
廣
池
宛
の
「
封
書
」
は
、
蠣
瀬
の
留
学
先
で
の
経
験
的
事
実
に
対
す

る
質
問
に
答
え
た
も
の
で

27
）

あ
る
。
さ
ら
に
、『
廣
池
千
九
郎
日
記
』（
以
下

『
日
記
』
と
略
す
）
に
も
記
事
が
あ
り
、
蠣
瀬
は
、
大
正
一
〇
（
一
九
二

一
）
年
一
一
月
四
日
、
廣
池
の
長
男
千
英
の
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
て

28
）

い
る

し
、
ま
た
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
七
月
二
日
と
四
日
に
も
名
前
が

記
さ
れ
て

29
）

い
る
。

先
の
大
正
三
年
の
封
書
に
あ
る
、
蠣
瀬
の
住
所
は
、「
東

﹇
市
﹈

京
都
牛
込
神

楽
町
二
ノ
二
十
」
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
廣
池
は
「
本
郷
区
駒
込
西
片
町

十
番
地
ト
ノ
八
号
」
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
三
回
引
越
し
を
し
て
、

大
正
一
一
年
三
月
頃
か
ら
は
、「
東
京
市
牛
込
神
楽
町
二
丁
目
二
十
番
地
」

と
、
蠣
瀬
と
同
じ
番
地
に
移
っ
て
い
る
。
廣
池
の
次
女
富
は
、「
お
向
か

い
の
蠣
瀬
さ
ん
（
広
瀬
淡
窓
の
甥
、
文
部
省

30
）

役
人
）」
と
述
べ
て
い
る
。

六

廣
池
の
心
理
学
研
究

廣
池
は
「
心
理
学
会
」
の
例
会
に
出
席
し
、
発
表
も
行
っ
て
い
る
。
心

理
学
会
は
、
元
良
が
会
長
を
務
め
、
明
治
三
四
年
二
月
に
創
立
さ
れ
、
大

正
元
年
一
二
月
ま
で
、
一
一
七
回
の
「
例
会
」
を
行
っ
た
。
廣
池
は
、
明

治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
六
月
一
七
日
に
「
心
理
学
会
第
四
二
回
例
会
」

に
お
い
て
、「
支
那
文
学
に
於
け
る
心
理
的
概
念
」
と
題
し
て
報
告
し
、

『
哲
学
雑
誌
』
第
二
二
一
号
に
そ
の
と
き
の
報
告
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
発
表
以
前
に
も
、
廣
池
は
心
理
学
会
の
例
会
に
参
加
し
て
い
る
。

『
哲
学
雑
誌
』
の
記
事
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

明
治
三
八
年
一
月
発
行
の
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
五
号
の
「
心
理
学
会

例
会
記
事
」
に
は
、

○
心
理
学
会
╱
○
﹇
明
治
三
十
七
年
﹈
十
二
月
十
七
日
の
同
例

会
に
於
て
加
藤
学
士
の
「
信
仰
（
宗
教
的
）
と
は
如
何
な
る
者
か
」

に
就
て
の
講
演
あ
り
…
…
信
仰
の
心
理
的
過
程
、
及
信
仰
の
意
識
に

内
存
す
る
実
在
の
観
念
の
起
原
等
に
就
て
質
疑
談
論
あ
り
九
時
開
会

松
本
、
加
藤
、
廣
池
、
前
田
、
菊
池
、
福
来
、
紀
平
、
蠣
瀬
の
諸
氏

出
席
」

と
あ
る
。
こ
の
『
哲
学
雑
誌
』
は
、
井
上
円
了
の
哲
学
会
の
機
関
誌
『
哲

学
会
雑
誌
』（
一
八
八
七
発
行
）
が
改
名
さ
れ
た
も
の
で
、
元
良
勇
次
郎

が
「
心
理
学
と
社
会
学
の
関
係
」（
明
治
二
二
﹇
一
八
八
九
﹈
年
）
や

「
精
神
物
理
学
（
連
載
）」（
一
八
八
九
年
）
を
掲
載
し
た
り
し
て
、
心
理

学
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
伝
え
て

31
）

い
た
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
人
名
に
触
れ
て
お

32
）

こ
う
。

松
本
は
松
本
亦
太
郎
、
加
藤
は
加
藤
玄
智
、
前
田
は
前
田
不
二
三
、
菊

池
は
不
明
、
福
来
は
福
来
友
吉
、
紀
平
は
紀き
平ひら
正ただ
美よし
で
あ
る
。

松
本
亦
太
郎
は
こ
の
と
き
、
三
九
歳
で
あ
っ
た
。
心
理
学
会
で
の
発
表
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は
、「
仮
名
及
羅
馬
字
の
得
失
に
就
い
て
」（
明
治
三
七
年
一
一
月
）
が
あ

る
。加

藤
玄
智
（
明
治
六
﹇
一
八
七
三
﹈
年
〜
昭
和
四
〇
﹇
一
九
六
五
﹈

年
）
は
、
宗
教
学
者
。
母
校
東
京
帝
国
大
学
の
助
教
授
と
な
り
、
後
に
國

學
院
大
學
教
授
、
大
正
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
宗
教
学
、
神
道
学
を

講
義
し
た
。
こ
の
と
き
三
一
歳
。
心
理
学
会
で
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、

「
信
仰
の
実
験
鎖
談
」（
明
治
三
六
年
一
〇
月
）、「
ミ
ス
チ
シ
ズ
ム
」（
明

治
三
七
年
四
月
）、「
信
仰
の
定
義
」（
明
治
三
七
年
一
二
月
）、「
宗
教
の

発
達
に
及
せ
る
智
的
及
論
理
的
要
素
」（
明
治
四
〇
年
五
月
）
と
い
っ
た

発
表
を
行
っ
た
。

前
田
不
二
三
は
坪
井
正
五
郎
の
弟
子
で
人
類
学
者
。
心
理
学
会
で
は
、

「
表
出
の
研
究
及
び
表
出
現
象
の
説
明
」（
明
治
三
七
年
一
〇
月
）、「
芸
術

的
製
作
に
伴
ふ
精
神
作
用
」（
明
治
四
一
年
一
一
月
）
と
い
っ
た
発
表
を

行
っ
た
。

福
来
友
吉
（
明
治
二
﹇
一
八
六
九
﹈
年
〜
昭
和
二
七
﹇
一
九
五
二
﹈

年
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
を
明
治
三
二
﹇
一
八
九
九
﹈
年
に
卒
業
し
、
母

校
の
助
教
授
と
な
っ
た
心
理
学
者
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
中
心

に
講
義
し
、
催
眠
、
透
視
の
研
究
を
行
っ
て
超
心
理
学
を
開
拓
し
た
。
こ

の
と
き
三
五
歳
。
心
理
学
会
で
は
、「
精
神
活
動
の
顕
在
的
部
分
と
潜
在

的
部
分
」（
明
治
三
四
年
四
月
）、「
欲
望
の
目
的
と
衝
突
」（
明
治
三
四
年

一
〇
月
）、「
催
眠
の
心
理
説
」（
明
治
三
六
年
四
月
）、「
人
格
変
換
に
就

い
て
」（
明
治
三
七
年
五
月
）、「（
不
明
）」（
明
治
三
八
年
一
月
）、「
五
九

三
プ
リ
ン
ス
の
人
格
変
換
に
就
い
て
」（
明
治
四
〇
年
三
月
）、「
ヒ
ペ
ル

ム
ネ
ジ
ア
」（
明
治
四
一
年
一
月
）、「
人
格
に
就
い
て
」（
明
治
四
一
年
九

月
）、「
透
視
の
実
験
報
告
」（
明
治
四
三
年
四
月
）、「
自
動
現
象
の
実
験

報
告
」（
明
治
四
三
年
一
二
月
）
と
、
数
多
く
の
発
表
を
行
っ
た
。

紀
平
正
美
（
明
治
七
﹇
一
八
七
四
﹈
年
〜
昭
和
二
四
﹇
一
九
四
九
﹈

年
）
は
、
哲
学
者
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
学
習
院
大
学
教
授
と
な
っ

た
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
。
こ
の
と
き
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
心

理
学
会
で
は
、「
思
考
表
象
感
覚
概
念
等
に
就
き
ヘ
ー
ゲ
ル
の
エ
ン
チ
ク

ロ
ペ
デ
ー
の
一
節
」（
明
治
三
八
年
三
月
）、「
帰
納
法
に
就
い
て
」（
明
治

四
〇
年
四
月
）、「
ロ
イ
ス
氏
の
「
自
意
識
変
態
現
象
に
就
て
」」（
明
治
四

一
年
一
〇
月
）
と
い
っ
た
発
表
を
行
っ
た
。

蠣
瀬
彦
蔵
は
、「
心
理
的
用
語
の
取
扱
に
就
て
」（
明
治
三
八
年
四
月
）、

「
米
国
に
於
け
る
最
近
心
理
学
的
題
目
の
二
三
」（
明
治
四
四
年
四
月
）
と

い
っ
た
発
表
を
行
っ
た
。

明
治
三
八
年
四
月
発
行
の
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
八
号
に
は
、

○
心
理
学
会

去
る
三
月
十
八
日
午
後
六
時
よ
り
大
学
構
内
集

会
所
に
於
て
催
さ
れ
た
る
同
例
会
席
上
に
於
て
、『
思
考
、
感
覚
的

の
者
（D

a
s S

in
u
lich

e

）、
表
象
の
区
別
に
就
き
ヘ
ー
ゲ
ル
の
エ
ン

チ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
イ
ー
の
一
節
』
て
ふ
表
題
に
て
、
略
ぼ
左
の
意
味
に

て
、
文
学
士
紀
平
正
美
君
の
講
演
あ
り
き
。
…
…
当
日
の
聴
講
者
は

松
本
、
高
田
、
廣
池
、
菊
地
。
福
来
、
蠣
瀬
及
び
当
日
新
た
に
入
会

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



せ
ら
れ
た
る
淀
野
の
七
氏
な
り
（
Ｈ
・
Ｋ
）」

と
あ
る
。
新
た
な
名
前
が
見
え
る
。
高
田
は
高
田
儀
光
（
明
治
八
﹇
一
八

七
五
﹈
年
〜
昭
和
四
八
﹇
一
九
七
三
﹈
年
）
で
、
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
、

仏
教
学
者
。
こ
の
と
き
、
二
九
歳
で
あ
っ
た
。
心
理
学
会
で
は
、「
座
禅

に
就
い
て
」（
明
治
三
六
年
三
月
）、「
座
禅
の
発
達
に
就
い
て
」（
明
治
三

八
年
一
二
月
）
と
い
っ
た
発
表
を
行
っ
た
。
淀
野
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。明

治
三
八
年
五
月
発
行
の
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
一
九
号
に
は
、

○
心
理
学
会

四
月
十
五
日
午
後
七
時
よ
り
例
会
を
大
学
の
集

会
所
に
開
き
、
蠣
瀬
文
学
士
の
「
心
理
的
用
語
の
取
扱
に
就
て
」
と

題
す
る
講
演
あ
り
、
終
り
て
質
問
雑
談
等
に
移
り
て
九
時
過
る
頃
散

会
せ
り
。
そ
の
講
演
は
本
号
に
記
載
せ
る
も
の
是
な
り
、
当
日
出
席

者
は
蠣
瀬
氏
の
外
に
、
福
来
、
紀
平
、
大
島
、
木
山
、
淀
野
、
廣
池

の
諸
氏
に
て
凡
て
七
名
な
り
き
」

と
あ
る
。
大
島
正
徳
（
明
治
一
三
﹇
一
八
八
〇
﹈
年
〜
昭
和
二
二
﹇
一
九

四
七
﹈
年
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
教
授
と
な
っ

た
。
哲
学
者
、
教
育
家
。
こ
の
と
き
二
四
歳
。
心
理
学
会
で
は
、「
同
化

力
と
し
て
の
情
意
」（
明
治
四
〇
年
二
月
）
と
い
う
発
表
を
行
っ
た
。

木
山
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
三
八
年
七
月
発
行
の
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
二
一
号
に
は
、

◎
心
理
学
会
例
会
╱
六
月
十
七
日
例

に
開
く
。
当
日
の
講
演

は
廣
池
千
九
郎
氏
の
「
支
那
文
学
に
於
け
る
心
理
的
概
念
」
に
し
て

其
の
全
文
は
即
ち
本
誌
別
に
所
載
の
論
文
是
也
。
講
了
後
二
三
質
問

及
び
弁
明
あ
り
て
雑
談
に
移
る
、
来
会
の
一
人
松
本
博
士
曰
く
此
の

種
の
研
究
は
未
だ
見
ざ
る
新
方
面
研
究
に
し
て
殊
に
昨
今
欧
米
心
理

学
者
の
務
め
て
知
ら
ん
と
欲
す
る
所
な
れ
ば
頗
る
価
値
あ
る
研
究
題

目
也
と
由
て
請
ふ
て
其
の
全
文
を
本
誌
に
掲
ぐ
る
こ
と
ゝ
せ
り
」

と
、
松
本
博
士
の
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
松
本

は
、
松
本
亦
太
郎
の
こ
と
で
あ
り
、「
明
治
の
元
良
勇
次
郎
、
大
正
の
松

本
亦
太
郎
は
確
か
に
心
理
学
の
実
力
第
一
人
者
で
あ

33
）

っ
た
」
と
い
わ
れ
る

人
で

34
）

あ
る
。

廣
池
の
報
告
の
目
次
を
作
成
し
、
出
だ
し
の
部
分
を
示
し
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。

支
那
文
学
に
於
け
る
心
理
的
概
念

目
次第

一

緒
言

第
二

予
講

第
三

本
論
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一
）
序
論
╱
（
二
）
心
╱
（
三
）
精
神
と
魂
魄
╱
（
四
）

情
と
性
、
付

感
の
字
╱
（
五
）
意
志
╱
（
六
）
志
気
と

理
気
╱
（
七
）
智
╱
（
八
）
心
身
の
関
係
に
関
す
る
当
時

の
観
念

第
二

予
講

私
は
東
洋
法
制
史
の
研
究
を
専
門
と
し
て
居
る
も
の
で
御
座
り
ま

す
れ
ど
、
年
来
哲
学
的
方
面
に
不

浅
興
味
を
有
し
て
居
る
の
で
す
、

何
故
に
哲
学
的
方
面
に
興
味
を
有
す
る
か
と
云
へ
ば
、
法
制
史
は
、

法
理
学
の
一
部
分
で
、
法
理
学
は
、
即
ち
法
律
の
哲
学
的
研
究
よ
り

生
ぜ
し
学
科
で
あ
る
か
ら
、
自
然
、
法
制
史
の
研
究
者
は
、
此
方
面

に
興
味
を
持
つ
や
う
に
な
る
次
第
で
す
、
而
し
て
、
其
所
謂
興
味
な

る
も
の
は
、
消
極
的
の
も
の
で
な
く
て
、
誠
に
、
必
要
な
る
事
か
ら

呼
び
起
さ
れ
て
来
た
も
の
で
す
。
即
ち
、
完
全
に
、
古
今
の
法
制
を

研
究
す
る
に
は
、
単
に
書
史
上
に
現
は
れ
た
る
法
制
の
形
式
を
研
究

す
る
に
止
ま
ら
ず
、
必
ず
や
、
其
実
質
を
も
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
、
随
つ
て
、
各
時
代
の
英
雄
、
豪
傑
、

に
学
者
の
思
想
、
及
び

一
般
人
民
の
思
想
を
探
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

是
等
の
研
究
を
完
う
す
る
に
は
、
非
常
に
哲
学
的
方
面
の
知
識
を
要

す
る
次
第
で
、
殊
に
、
心
理
学
に
あ
り
て
は
、
心
理
学
者
の
所
謂
人

類
心
理
学
（F

o
lk
 
p
sy
ch
o
lo
g
y

）
と
い
ふ
も
の
ゝ
如
き
は
、
甚
だ

必
要
の
事
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
の
で
す
。

第
三

本
論

一
）
序
説

支
那
古
代
に
於
け
る
哲
学
的
方
面
、
並
に
倫
理
学
的
方
面
の
研
究

は
、
諸
先
輩
の
力
に
て
、
段
々
進
歩
を
し
て

﹇
マ
マ
﹈

来
し
ま
し
た
が
、
心
理

学
の
事
は
、
一
向
見
当
ら
ぬ
様
で
す
。
夫
故
に
、
今
晩
伺
つ
て
見
た

い
問
題
は
、
沢
山
あ
れ
ど
、
先
づ
、
今
晩
は
、
心
と
い
ふ
事
と
、
精

神

魂
魄
と
い
ふ
事
と
、
情
と
性
と
い
ふ
事
と
、
意
志

志
気

理
気

な
ど
い
ふ
事
と
、
智
と
い
ふ
事
と
に
就
い
て
、
支
那
古
代
の
思
想
に

て
は
、
之
を
如
何
に
考
へ
て
居
つ
た
か
と
い
ふ
事
に
就
い
て
、
愚
見

を
陳
述
し
、
以
て
諸
君
の
高
教
を
仰
が
む
と
欲
す
る
の
で
す
、
即

ち
、
こ
れ
ら
は
、
皆
彼
此
相
関
聯
し
て
居
る
た
め
、
其
一
を
研
究
す

る
に
は
他
を
悉
く
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
の

35
）

で
す
。」

廣
池
の
心
理
学
に
対
す
る
関
心
は
、
東
洋
法
制
史
研
究
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
。
東
洋
法
制
史
研
究
に
お
け

る
心
理
学
的
研
究
は
「
一
向
見
当
ら
ぬ
様
で
す
」
と
廣
池
は
述
べ
て
い
る

が
、
心
理
学
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
研
究
は
「
未
だ
見
ざ
る
新
方
面
研

究
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
松
本
亦
太
郎
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
わ
か
る
。
学
問
間

の
新
た
な
領
域
が
切
り
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

引
用
文
中
に
「
心
理
学
者
の
所
謂
人
類
心
理
学
（F

o
lk
 
p
sy
ch
o
l-

o
g
y

）」
と
あ
るF

o
lk
 
p
sy
ch
o
lo
g
y

は
、『
論
文
』
で
は
「
民
俗
心
理

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



学
」
と
訳
さ
れ
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ヴ
ン
ト
の
『
民
俗
心
理
学

（V
olkerpsych

ologie

）』、『
民
俗
心
理
学
概
論
（E

lem
en
te
 
d
er
 
V
ol-

kerpsych
ologie

）』、『
民
俗
心
理
学
の
諸
問
題
（P

roblem
e
 
d
er
 
V
ol-

kerpsych
ologie

）』
か
ら
九
箇
所
も
引
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

民
俗
心
理
学
に
対
す
る
関
心
は
二
三
年
間
も
持
続
し
、
道
徳
の
科
学
的
研

究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

七

元
良
没
後
の
日
本
の
心
理
学
の
展
開

元
良
が
大
正
元
年
一
二
月
一
三
日
に
逝
去
し
、
昭
和
三
年
一
二
月
二
五

日
に
廣
池
の
『
論
文
』
が
出
版
さ
れ
る
間
に
、
日
本
の
心
理
学
研
究
は
大

き
く
変
貌
し
た
。

第
一
次
大
戦
（
一
九
一
四
﹇
大
正
三
﹈
年
七
月
〜
一
九
一
八

﹇
大
正
七
﹈
年
一
一
月
）
が
終
わ
る
頃
に
な
る
と
、
ヴ
ン
ト
以
外
の

ド
イ
ツ
心
理
学
の
直
接
の
影
響
が
、
少
し
ず
つ
わ
が
国
に
も
現
れ
始

め
た
。
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
（B

ren
ta
n
o
,
F
.

）
の
作
用
心
理
学
、
デ
ィ

ル
タ
イ
（D
ilth

ey
,
W
.

）
の
了
解
心
理
学
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
学

派
の
思
考
心
理
学
な
ど
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
ベ
ル

リ
ン
学
派
の
ケ
ー
ラ
ー
（K

o
h
ler,

W
.

）、
ウ
ェ
ル
ト
ハ
イ
マ
ー

（W
erth

eim
er,

M
.

）、
レ
ヴ
ィ
ン
（L

ew
in
,
K
.

）
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
へ
の
傾
斜
が
目
立
っ
た
。
╱
こ
う
し
た

現
象
の
背
後
に
は
、
す
で
に
流
行
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
あ
ま
り
に
実

用
主
義
的
な
ア
メ
リ
カ
心
理
学
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
の
ド
イ
ツ
心
理
学
に
は
ア
メ
リ
カ
心
理
学
に
な
い
新
鮮
な
視
点

や
挑
戦
的
な
議
論
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
多
く
の
若
い
心
理
学
者
を
引

き
付
け
た
の
で
あ

36
）

ろ
う
。」

精
神
分
析
の
紹
介
は
﹇
第
二
次
世
界
大
﹈
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
が
、
学
界
で
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
心
理
学
と

し
て
公
認
さ
れ
た
の
は
や
は
り
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で

37
）

あ
る
。」

八

む
す
び

廣
池
の
実
験
心
理
学
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
当
初
、「
今
後
法
律
学

を
科
学
的
に
造
り
上
ぐ
る
に
は
、
自
然
科
学
の
力
に
待
た
ね
ば
為
ら
ぬ
事

が
多
い
」
と
い
う
穂
積
陳
重
博
士
の
言
葉
に
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
廣
池
は
、
そ
の
言
葉
に
あ
る
「
法
律
学
」
を
「
道
徳

学
」
に
換
え
、
自
然
諸
科
学
の
知
見
を
援
用
し
て
、
穂
積
の
予
言
的
洞
察

を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
論
文
』
第
四
章
の
実
験
心
理
学
的
内

容
に
関
し
、
廣
池
は
、
い
か
な
る
素
養
を
も
っ
て
執
筆
し
た
の
か
と
い
う

問
い
を
掲
げ
て
お
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
元
良
勇
次
郎
博
士
に
つ
い

て
実
験
心
理
学
の
指
導
を
受
け
、「
心
理
学
会
」
に
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
月
例
研
究
会
に
お
い
て
東
洋
法
制
史
学
と
心
理
学
の
学
際
領
域
を
切

り
拓
く
斬
新
な
発
表
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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注１
）
『
論
文
１
』、
五
六
ペ
ー
ジ
。

２
）
『
論
文
２
』、
第
四
章
「
人
類
階
級
の
後
天
的
原
因
」
の
構
成
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。

第
一
項

心
理
学
の
起
原
及
び
そ
の
研
究
法
の
沿
革

第
二
項

比
較
心
理
学
・
動
物
心
理
学
・
児
童
心
理
学
・
異
常
心
理
学
・

犯
罪
心
理
学
・
社
会
心
理
学
・
民
族
心
理
学
及
び
団
体
心
理
学

第
三
項

行
動
よ
り
見
た
る
動
物
及
び
人
間
の
心
の
段
階

第
四
項

唯
心
論
・
唯
物
論
及
び
心
身
相
制
説

も
し
く
は
因
果
説

よ

り
精
神
物
理
的
並
行
説
に
至
る

第
五
項

精
神
物
理
的
並
行
説
及
び
両
面
説
の
実
質
な
ら
び
に
こ
れ
に
対

す
る
反
対
説

第
六
項

生
理
学
的
心
理
学
及
び
実
験
心
理
学

第
七
項

心
身
の
相
互
作
用
に
関
す
る
実
験
の
結
果

第
八
項

中
国
・
イ
ン
ド
及
び
日
本
に
お
け
る
精
神
作
用
と
肉
体
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
経
験
説

第
九
項

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ン
ゲ
説

第
十
項

精
神
作
用
の
物
質
支
配

第
十一項

人
類
階
級
の
後
天
的
原
因
の
科
学
的
証
明

３
）
『
予
の
過
去
五
十
七
年
間
に
於
け
る
皇
室
奉
仕
の
事
蹟
』、
一
七
ペ
ー
ジ
、

『
復
刻
版

廣
池
千
九
郎
モ
ラ
ロ
ジ
ー
選
集
三
』、
四
二
九
ペ
ー
ジ
。

４
）

参
考
の
た
め
に
、
坪
井
正
五
郎
博
士
の
略
年
譜
を
示
し
て
お
く
。

一
八
六
九
（
文
久
三
）
年

一
月
五
日
、
江
戸
領
国
の
矢
ノ
倉
で
誕

生
。

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年

大
学
予
備
門
に
入
学
。

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年

大
学
予
備
門
を
卒
業
、
帝
国
大
学
理
科
大

学
生
物
学
科
に
入
学
。

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年

一
〇
月
、
人
類
学
会
を
創
立
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年

二
三
歳
、
人
類
学
会
報
告
第
一
号
を
創

刊
。
帝
国
大
学
理
科
大
学
生
物
学
科
を
卒

業
大
学
院
に
進
む
。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年

理
科
大
学
助
手
と
な
る
。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年

ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
人
類
学
を
究
め
る
。

イ
ギ
リ
ス
人
類
学
会
会
員
に
推
挙
さ
れ

る
。

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年

二
九
歳
、
帰
国
と
同
時
に
理
科
大
学
教
授

と
な
り
、
新
設
の
人
類
学
講
座
を
担
当
。

人
類
学
会
会
長
に
就
任
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年

五
月
二
六
日
、
ロ
シ
ア
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
で
客
死
。
享
年
五
〇
歳
。

h
ttp

: /
/
k
o
to
b
a
n
k
.jp
/
w
o
rd
/
%
E
5
%
9
D
%
A
A
%
E
4
%
B
A
%
9
5
%

E
6%

A
D
%
A
3%

E
4%

B
A
%
94%

E
9%

83%
8E

を
参
照
し
て
作
製
。

５
）

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
帝
国
大
学
の
発
足
と
拡
充
」
に

よ
る
。h

ttp
: /
/
w
w
w
.m
e
x
t.g
o
.jp
/
b
 
m
e
n
u
/
h
a
k
u
sh
o
/
h
tm
l /
o
th
e
rs /

d
eta

il /1317632.h
tm

６
）

苧
阪
直
行
編
著
『
実
験
心
理
学
の
誕
生
と
展
開
｜
実
験
機
器
と
史
料
か
ら

た
ど
る
日
本
心
理
学
史
｜
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
七
ペ

ー
ジ
。

７
）

元
良
勇
次
郎
の
経
歴
は
、
佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と

展
開
』
北
大
路
書
房
、
五
六
｜
五
七
ペ
ー
ジ
、
佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心

理
学
の
受
容
と
展
開
』
北
大
路
書
房
、
六
五
二
｜
六
五
三
ペ
ー
ジ
、
佐
藤
達

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



哉
・
溝
口
元
『
通
史

日
本
の
心
理
学
』
北
大
路
書
房
、
五
五
九
｜
五
六
六
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

８
）

佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』、
六
九
ペ
ー
ジ
。

９
）

高
橋
穣
「
元
良
勇
次
郎
」、
監
修
・
大
山
正
、
編
集
主
幹
・
大
泉
溥
『
元

良
勇
次
郎
著
作
集

別
巻
１

元
良
勇
次
郎
関
係
資
料
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇

一
三
年
、
一
七
ペ
ー
ジ
。
高
橋
穣
は
元
良
の
次
女
静
の
夫
で
あ
り
、
物
理
学
者

の
高
橋
秀
俊
の
父
。

10
）

現
在
の
東
京
大
学
は
、
東
京
大
学
（
一
八
七
七
﹇
明
治
一
〇
﹈）、
帝
国
大

学
（
一
八
八
六
﹇
明
治
一
九
﹈）、
東
京
帝
国
大
学
（
一
八
九
七
﹇
明
治
三

〇
﹈）、
再
び
東
京
大
学
（
一
九
四
七
﹇
昭
和
二
二
﹈）
と
、
四
回
改
称
し
て
い

る
（
梅
本
堯
夫
・
大
山
正
編
著
『
心
理
学
史
へ
の
招
待
｜
現
代
心
理
学
の
背
景

｜
』
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
四
年
、
二
九
八
ペ
ー
ジ
）。

11
）

新
渡
戸
稲
造
は
九
歳
で
叔
父
の
太
田
時
敏
の
養
子
に
な
り
太
田
稲
造
と
な

っ
た
が
、
明
治
二
十
二
年
に
兄
二
人
が
死
亡
し
た
た
め
、
新
渡
戸
姓
に
戻
っ

た
。

12
）

帝
国
大
学
の
前
身
は
学
部
制
の
東
京
大
学
だ
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
に

公
布
さ
れ
た
帝
国
大
学
令
に
よ
り
東
京
大
学
は
改
称
さ
れ
て
帝
国
大
学
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
学
部
制
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
分
科
大
学
制
が
導
入
さ
れ

た
が
、
こ
の
制
度
が
維
持
さ
れ
た
の
は
大
正
八
年
二
月
ま
で
で
、
そ
れ
か
ら
先

は
か
つ
て
の
学
部
制
に
も
ど
り
、
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
╱
帝
国
大

学
か
ら
発
足
し
た
当
初
は
法
科
、
医
科
、
工
科
、
文
科
、
そ
れ
に
理
科
の
五
つ

の
分
科
大
学
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
後
に
農
科
大
学
が
加
わ
っ
た
。」

（『
高
木
貞
治
｜
近
代
日
本
数
学
の
父
｜
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
年
、
六
一
ペ

ー
ジ
）

13
）

佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』、
一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

14
）

高
橋
穣
「
元
良
勇
次
郎
」、
監
修
・
大
山
正
、
編
集
主
幹
・
大
泉
溥
『
元

良
勇
次
郎
著
作
集

別
巻
１

元
良
勇
次
郎
関
係
資
料
』、
一
八
ペ
ー
ジ
。

15
）
『
元
良
勇
次
郎
著
作
集
』
刊
行
委
員
会
、
監
修
・
大
山
正
、
編
集
主
幹
・

大
泉
溥
『
元
良
勇
次
郎
著
作
集

別
巻
１

元
良
勇
次
郎
関
係
資
料
』、
五
八

八
ペ
ー
ジ
。

16
）

苧
阪
直
行
編
著
『
実
験
心
理
学
の
誕
生
と
展
開
｜
実
験
機
器
と
史
料
か
ら

た
ど
る
日
本
心
理
学
史
｜
』、
六
九
ペ
ー
ジ
。

17
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
八
八
ペ
ー
ジ
。
引
用
文
中
の
文
献
は
、「
松

本
亦
太
郎
（
一
九
一
三
）
追
憶
三
十
年
、
心
理
研
究
、
三
、
三
四
六
｜
三
五

九
。」

18
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
八
九
ペ
ー
ジ
。

19
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
九
ペ
ー
ジ
。

20
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
二
〇
ペ
ー
ジ
。

21
）

佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』、
一
五
ペ
ー
ジ
。

引
用
文
中
の
文
献
は
、「H

a
ll,
G
.
S
.,
1912,

F
ou
n
d
ers of

 
m
od
ern

 
psy-

ch
ology

,
A
p
p
leto

n
.

」

22
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
三
〇
｜
三
一
ペ
ー
ジ
。
引
用
文
中
の
文
献

は
、「
長
瀬
鳳
輔
（
一
九
一
三
）
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
期

故
元
良
博
士

追
悼
学
術
講
演
会
（
編
）

元
良
博
士
と
現
代
の
心
理
学
（
一
四
〇
｜
一
四

五
）、
弘
道
館
。」

23
）

廣
池
千
九
郎
関
係
資
料
」。

24
）

廣
池
千
九
郎
関
係
資
料
」。

25
）

廣
池
千
九
郎
関
係
資
料
」。

26
）

廣
池
千
九
郎
関
係
資
料
」。

27
）

廣
池
千
九
郎
関
係
資
料
」。

大
和
丹
波
市
町
╱
廣
池
千
九
郎
様

東
﹇
市
﹈

京
都
牛
込
神
楽
町
二
ノ
二
〇
╱
蠣
瀬
彦
蔵
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御
状
拝
誦
仕
候
、
御
上
京
中
ハ
折
悪
し
く
行
き
違
ニ
て
御
面
会
ヲ
得
さ

り
し
は
遺
憾
ニ
候
。
扨
て
御
質
問
に
就
き
、
左
の
如
く
御
答
申
上
候
。
╱

ウ
ス
タ
ー
其
他
多
の
北
米
諸
都
市
に
於
て
、
毎
年
市
民
の
投
票
に
て
多
数

決
に
従
ひ
、
禁
酒
を
励
行
す
る
こ
と
御
質
問
の
通
り
に
相
違
無
之
候
。
ウ

ス
タ
ー
市
に
小
生
滞
在
の
当
初
の
年
は
非
禁
酒
に
て
、
我
邦
の
如
く
飲
酒

行
は
れ
お
り
候
故
別
段
注
意
を
払
は
ざ
り
し
も
、
其
の
翌
年
及
び
翌
々
年

は
引
続
き
禁
酒
党
優
勢
の
結
果
と
し
て
禁
酒
励
行
せ
ら
れ
、
其
の
為
め
酒

店
は
大
打
撃
を
受
け
、
或
は
閉
店
し
或
は
他
市
に
移
転
し
、
或
は
職
業
換

を
為
し
た
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
を
見
受
候
。
無
論
料
理
店
又
は
宴
会
の
席

等
に
て
も
禁
酒
故
、
氷
水
を
代
用
し
、
併
も
人
々
は
愉
快
に
談
笑
す
る
を

見
て
、
日
本
流
の
宴
会
に
慣
れ
た
る
小
生
等
に
は
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
候
。

禁
酒
の
投
票
は
毎
年
一
回
市
長
の
改
選
の
投
票
と
同
時
に
行
は
れ
、
其
の

際
は
市
民
は
大
擾
に
て
、
投
票
の
結
果
を
鶴
首
待
受
候
。
其
の
翌
日
の
新

聞
紙
に
は
、
米
国
諸
市
に
於
け
る
禁
酒
非
禁
酒
の
結
果
を
掲
げ
、
昨
年
の

禁
酒
市
は
本
年
は
非
禁
酒
市
と
な
る
等
、
色
々
の
変
動
を
示
し
候
。
╱
最

も
此
等
の
制
度
は
大
抵
小
市
邑
に
行
は
れ
、
紐
育
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
カ
ゴ

等
の
大
都
市
に
は
全
く
之
れ
無
く
、
常
に
非
禁
酒
に
有
之
候
。
禁
酒
の
年

の
市
の
人
民
に
し
て
酒
を
飲
ま
ん
と
す
る
に
は
、
最
も
近
き
非
禁
酒
の
年

の
市
邑
（
通
常
四
、
五
哩
又
ハ
七
、
八
哩
位
）
に
出
掛
る
か
、
懇
意
の
医

師
に
請
ふ
て
証
明
書
を
貰
、
薬
種
店
に
て
一
瓶
を
購
ふ
か
、
又
は
一
箱

（
例
は
ビ
ー
ル
な
ら
は
一
ダ
ー
ス
）
を
他
市
よ
り
輸
入
す
る
等
に
て
其
の

目
的
を
遂
く
る
を
得
、
此
等
は
厳
格
に
は
不
正
な
る
も
、
公
然
の
秘
密
と

し
て
黙
許
せ
ら
れ
居
り
候
。
小
生
此
の
訳
を
或
る
人
に
尋
候
処
、
禁
酒
の

目
的
は
下
等
労
働
者
が
其
の
賃
銭
を
飲
酒
に
浪
費
し
、
家
族
を
扶
助
さ
す

為
め
に
其
の
惨
憺
た
る
生
活
を
持
来
す
こ
と
を
防
止
せ
ん
と
す
る
に
あ
れ

ば
、
中
流
以
上
の
余
裕
あ
る
人
々
が
、
他
市
よ
り
酒
料
を
輸
入
し
、
又
は

薬
舗
に
て
購
ひ
、
家
内
に
て
使
用
す
る
等
は
妨
げ
無
し
と
の
こ
と
答
候
。

╱
小
生
滞
在
の
第
四
年
目
に
は
、
非
禁
酒
の
投
票
多
数
の
結
果
に
よ
り

て
、
非
禁
酒
行
は
れ
、
閉
鎖
し
た
る
酒
舗
は
再
ひ
開
業
し
、
他
行
し
た
る

者
は
帰
市
し
、
酒
店
は
再
び
労
働
者
の
群
か
る
所
と
な
り
候
。
兎
に
角
吾

人
の
感
心
す
る
所
は
、
何
人
も
市
の
決
議
を
遵
奉
す
る
こ
と
に
有
之
候
。

米
国
の
多
く
の
市
邑
は
自
治
制
頗
る
発
達
し
、
市
民
は
自
己
の
法
律
に
よ

り
て
自
己
を
支
配
し
居
る
故
、
我
邦
の
如
く
官
民
の
軋
轢
等
の
こ
と
は
過

去
の
事
に
属
し
、
今
や
資
本
家
と
労
働
者
と
の
争
闘
が
問
題
と
相
成
居
り

候
。
╱
蠣
瀬
彦
蔵
╱
廣
池
千
九
郎
様
╱
大
正
三
年
一
月
二
十
五
日
」

28
）
『
廣
池
千
九
郎
日
記
２
』、
三
〇
二
ペ
ー
ジ
。

29
）
『
廣
池
千
九
郎
日
記
３
』、
一
一
〇
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

30
）

廣
池
富
『
父

廣
池
千
九
郎
』、
三
八
四
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
引
用
文
中
に

あ
る
広
瀬
淡
窓
は
、
天
明
二
年
四
月
一
一
日
﹇
一
七
八
二
年
五
月
二
二
日
﹈
〜

安
政
三
年
一
一
月
一
日
﹇
一
八
五
六
年
一
一
月
二
八
日
﹈）
は
、
江
戸
時
代
の

儒
学
者
で
、
教
育
者
、
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
豊
後
国
日
田
の
人
で
あ
る
。

31
）

佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』、
四
七
ペ
ー
ジ
。

32
）

心
理
学
会
で
の
発
表
は
、
監
修
・
大
山
正
、
編
集
主
幹
・
大
泉
溥
『
元
良

勇
次
郎
著
作
集

別
巻
１

元
良
勇
次
郎
関
係
資
料
』、
一
一
一
｜
一
一
五
ペ

ー
ジ
に
よ
っ
た
。

33
）

苧
阪
直
行
編
著
、
前
掲
書
、
六
一
ペ
ー
ジ
。

34
）

参
考
の
た
め
、
松
本
亦
太
郎
の
略
歴
を
掲
げ
て
お
く
。

一
八
六
五
﹇
慶
応
元
﹈
年
一
一
月
三
日

上
野
国
高
崎
（
現
・
群
馬
県
高

崎
市
）
に
生
ま
れ
る
。

＊
元
良
勇
次
郎
と
共
に
、
同
志
社
英
学
校
草

創
期
の
学
生
。
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲

廣池千九郎、実験心理学を学ぶ



学
科
卒
業
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
、
イ
ェ

ー
ル
大
学
に
留
学
。

＊

一
九
〇
一
﹇
明
治
三
四
﹈
年

東
京
帝
国
大
学
心
理
学
講
師
を
嘱
託
さ

れ
、
実
験
心
理
学
の
講
義
に
当
た
る
。

一
九
〇
六
﹇
明
治
三
九
﹈
年

京
都
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
心
理
学
講
座

の
新
設
に
当
た
る
。
こ
の
間
、
京
都
市
立

絵
画
専
門
学
校
校
長
。

一
九
一
三
﹇
大
正
二
﹈
年

東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
心
理
学
、
倫

理
学
を
担
当
、
心
理
学
講
座
を
新
設
す

る
。

一
九
二
六
﹇
大
正
一
五
╱
昭
和
元
﹈
年

定
年
退
官
。

一
九
二
七
﹇
昭
和
二
﹈
年

日
本
心
理
学
会
を
創
設
、
初
代
会
長
に
就

任
。
日
本
に
お
け
る
実
験
心
理
学
の
基
礎

を
築
い
た
。

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
一
二
月
二
四
日

没
。
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を
参
照
し
て
作
製
。

35
）
『
哲
学
雑
誌
』
第
二
二
一
号
、
八
｜
九
ペ
ー
ジ
。

36
）

梅
本
堯
夫
・
大
山
正
編
著
『
心
理
学
史
へ
の
招
待
｜
現
代
心
理
学
の
背
景

｜
』
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
一
九
九
四
年
、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
。
引
用
に
際
し
、
第
一

次
大
戦
の
期
間
を
補
い
、「
十
三
章
参
照
」
と
い
う
記
述
を
省
い
た
。

37
）

梅
本
堯
夫
・
大
山
正
編
著
、
前
掲
書
、
三
〇
八
ペ
ー
ジ
。

＊

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
七
日
、
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
「
現
代
倫
理

道
徳
研
究
会
」
と
、
二
〇
一
三
年
三
月
一
〇
日
、「
廣
池
千
九
郎
記
念
館
講
話
」

の
発
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
出
版
に
際
し
、
草
稿

を
読
ん
で
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
た
だ
い
た
、
井
出
元
廣
池
千
九
郎
記

念
館
館
長
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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